
研究開発部門のミッションは、「長期的な事業継続に向
けて、研究開発の中身や戦略、プロセスを各カンパニーと
共有し、経営にコミットした研究開発を遂行する」ことです。
2010年度、当社のおかれた状況の厳しさは過去に比肩

できないものですが、その中にあっても自己改革を進め、最
大限効率的な組織運用を図りながら、現事業の持続的発
展を支える研究・開発、新たな事業拡大を図る調査・研究・
開発を着実に推進するとともに、迅速に諸課題の解決を
図っています。

当社では、天然粘土を代替する原料系廃棄物・副産物の
利用は限界に近づいており、さらなるコスト低減を目指して
燃料系廃棄物の使用拡大のための技術開発を進めていま
す。いろいろな産業で燃料系廃棄物の使用が拡大してお
り、収集量拡大のためには、これまで以上に処理が困難な
廃棄物を代替燃料として活用する技術が必須です。中央研
究所では処理が困難な廃棄物の物理性状および化学成
分、爆発・発火などの危険性の把握とセメント工場での使
用方法などの開発を最重要課題として研究開発を実行し
ています。主な成果としては、バイオマス（木屑／廃畳等）に
廃油類等を混合・含浸させたリサイクル固体燃料（BOFc）
に関する技術開発があります。BOFｃ技術の最大の特徴は
高粘度、高スラッジなどの従来処理が困難であった廃油類
を、直接セメント工場に受け入れて混合処理し、セメント製
造の燃料として有効利用できることです。

差別化技術の提供や技術サービスによる競争力の強化
を目的に、太平洋ブランドセメント・コンクリート（TBC）の
呼称でセメント・コンクリートの高性能化を進めています。
高強度や収縮制御などのコンクリートに関する普遍的な
テーマに取り組んでおり、グループ会社の技術サポートを
積極的に行なっています。高強度化では、超高強度コンク
リート用の「シリカフュームプレミックスセメント（SFPC®）」
を開発し、超高層鉄筋コンクリート建築物を中心に実用化
を進めてきました。技術提案したユーザーによる国土交通
省大臣認定の取得件数は20件にのぼり、実物件での採用
件数も着実に増えています。また、さらなる高強度化に向け
て、200MPa級の技術開発を推進しています。

お取引先と、ともに成長するパートナーとして信頼関係
を構築し協働していくために、公正な取引はもちろん、契約
および約束ごとの遵守を推進していきます。

基本的な考え方

一人ひとりの行動のよりどころとして制定した「行動基
準」に公正な取引に関する項を設け従業員に周知してい
ます。
また、実践するために「談合に巻き込まれそうになった

ら?」「外国子会社での賄賂も問題?」など具体的な行動場面
を想定した事例集「行動基準ケースブック」を作成し配布し
ています。

研究開発のミッション

研究開発の重点テーマおよび最近の開発事例

行動基準ケースブックの配布

独占禁止法遵守マニュアルの配布

当社は「太平洋セメントグループ経営理念」を具現化す
るにあたり、情報開示を通じてステークホルダーの皆様の
ご理解と信頼を得ることが必要不可欠と考えています。ま
た、積極的に情報を開示することは、企業の社会的責任の
一つと認識しています。2007年5月に制定した「情報開示
方針」に則り、企業情報を適時・適切かつ公平に開示してい
ます。なお、セメント業界を担当されている新聞社や通信社
の記者の方々を対象に、当社に対する理解を深めていただ
くためのミーティングを定期的に開催しています。担当役
員などがスピーカーとして当社の事業について説明してい
ます。このミーティングの内容は、記事として各紙に掲載さ
れています。

情報開示方針

IR活動

当社では株主・投資家の皆様に、当社グループの企業価
値について適正な判断をしていただくため、タイムリーで
分かりやすい情報の開示に努めています。機関投資家の方
を対象とした年2回の決算説明会では、経営トップが経営
方針などを直接お伝えしています。2009年度の個別ミー
ティングは241回（延べ393名）実施しました。また、投資
家の方々のご要望に応じて、生産現場である工場や鉱山
の見学会なども随時実施しています。
なお、2010年3月30日に開催した中期経営計画の修正
および事業構造改革についての説明会では、166名の機
関投資家の方々にご参加いただきました。

各種情報公開ツール

当社グループへの理解を深めていただけるよう、様々な
ツールを活用したタイムリーな情報発信を心がけていま
す。ホームページの随時更新はもとより、当社製品ユー
ザー向けの技術情報誌「CEM’S」（年4回）、国内外の投資
家向けのアニュアルレポート（年1回）を発行しています。ま
た、社内報「Taiheiyo」（年6回発行）は社内のコミュニケー
ションツールとしてだけでなく、地域社会やマスメディアへ
も配布しています。

取引に関するコンプライアンスを徹底するために「独占
禁止法遵守マニュアル」を作成し従業員に配布しています。
まず、独占禁止法の三本柱である「私的独占」「不当な取
引制限（カルテル）」および「不公正な取引方法」を中心に、
独占禁止法の概要を説明し、そして、独占禁止法上問題と
なる行為を「べからず集」の形で掲げ、従業員が具体的にイ
メージできるように解説しています。

■行動基準ケースブック、独占禁止法遵守マニュアル

■リサイクル固体燃料（BOFc）の特徴

■高強度セメントの適用領域の概略●圧倒的コスト競争力の保持

社会インフラは維持管理の時代を迎え、構造物の長寿命
化のための技術は重要となっています。これらの技術は、既
存事業におけるゆるぎない基盤の一つであり、また、耐久
性のある建設材料の開発と当社グループにおける調査診
断・補修事業への展開を図るものです。時代を経て長く供
用された構造物に学び、最新技術で構造物の長いライフス
パンを支えます。

●成長分野への進出

●新規技術開発を通したトップブランドの確立

重要文化財 ： 石岡第一発電所施設の調査 RFIDひずみ計測システム

特徴

機械式輸送 ： トラブル少

廃油種の汎用性大

仮焼炉燃料代替

短時間で製造可能

処理困難廃油使用可能

媒体の汎用性大
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当社は、従業員に各種のツールを通して公正な
取引の推進を促しています。

当社の活動をご理解いただくために、様々な媒体を
通じて情報発信に努めています。また、お寄せいた
だいたご意見や情報は日頃の経営執行やIR活動に
役立てています。

社会的な取り組み 〜お取引先とともに〜 社会的な取り組み 〜投資家とともに〜

情報開示公正な取引


